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１．当四半期決算に関する定性的情報

 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、雇用情勢や所得環境は改善傾向にあるものの、円高の進行に伴い企業

収益の悪化が懸念されるなど、景気回復に不透明感が漂う状況のもと推移いたしました。 

このような状況のなか、当社グループの第２四半期連結累計期間の経営成績につきましては、営業収益は、不動産

業や流通業で減収となりましたが、ホテル・レジャー業で、第１四半期連結会計期間より旅行部門における連結範囲

の拡大やＫＮＴ－ＣＴホールディングス等の決算期変更の影響による増収に加え、株式の追加取得により海遊館が新

たに連結子会社となりましたため、全体では前年同期に比較して0.3％増収の5,913億27百万円となり、営業利益は、

ホテル・レジャー業での増益により、前年同期に比較して0.7％増益の322億59百万円となりました。 

営業外損益で、持分法による投資損益が悪化しましたため、経常利益は前年同期に比較して7.9％減益の267億74百

万円となりました。 

特別損益で、特別利益は工事負担金等受入額の減により減少し、一方特別損失も工事負担金等圧縮額の減により減

少しましたため、法人税等、非支配株主に帰属する四半期純利益を控除した親会社株主に帰属する四半期純利益は、

前年同期に比較して18.5％減益の151億6百万円となりました。 

 

各報告セグメントの業績は、次のとおりであります。 

 

①運 輸 

鉄軌道部門で、訪日外国人の利用が堅調であったものの、前年のシルバーウィークの反動により若干の減収となっ

たほか、バス部門で、高速バスで熊本地震発生に伴う運休や、路線の休廃止等により減収となりましたが、鉄道施設

整備部門で、受注工事の増により増収となったため、運輸業全体の営業収益は前年同期に比較して1.5％増収の1,168

億71百万円となり、営業利益は前年同期並み（0.0%増）の164億26百万円となりました。 

 

②不動産 

不動産販売部門で、マンション分譲戸数が減少しましたため、不動産業全体の営業収益は前年同期に比較して

13.8％減収の619億22百万円となり、営業利益は前年同期に比較して22.6％減益の70億25百万円となりました。 

 

③流 通 

百貨店部門で、節約志向の高まりや天候不順の影響により減収となったため、流通業全体の営業収益は前年同期に

比較して0.7％減収の1,875億43百万円となり、営業利益は、ストア・飲食部門で、スーパーマーケットの改装費用の

増加もあり、前年同期に比較して13.2％減益の19億9百万円となりました。 

 

④ホテル・レジャー 

ホテル部門で、訪日外国人をはじめとする宿泊利用や伊勢志摩サミット開催後の6月に営業を再開した志摩観光ホ

テルが堅調に推移したほか、旅行部門で、連結範囲の拡大や決算期変更により増収となったことや、水族館部門で、

海遊館の営業収益が加わりましたため、ホテル・レジャー業全体の営業収益は前年同期に比較して6.0％増収の2,408

億97百万円となり、営業利益は前年同期に比較して119.3％増益の61億99百万円となりました。 

 

⑤その他 

ケーブルテレビ部門で、インターネット利用者が増加したこと等により、その他の事業全体の営業収益は前年同期

に比較して5.6％増収の76億59百万円となりましたが、営業利益はインターネット新規加入者確保に伴うコストが増

加しましたため、前年同期に比較して8.5％減益の5億54百万円となりました。 
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（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

通期の連結業績予想につきましては、第２四半期までの業績を踏まえ、５月13日に公表しました予想値を変更して

おります。 

営業収益は、鉄軌道部門やホテル部門での訪日外国人による利用やサミット後の観光需要が堅調に推移しているも

のの、旅行部門において、海外での相次ぐテロ、国内では熊本地震や台風等の影響もあり、個人旅行が低調であるほ

か、百貨店部門においても減収見込みでありますため、全体では300億円引き下げております。 

利益面におきましては、営業利益は、鉄軌道部門でのコスト減により旅行部門等での減益を吸収する見込みであり

ますため、全体では据え置いております。 

また、持分法による投資利益が減少する見込みでありますが、支払利息等の減少も見込まれますため、経常利益お

よび親会社株主に帰属する当期純利益につきましても据え置いております。 

 

平成29年３月期の通期連結業績予想(平成28年４月１日～平成29年３月31日)

 

今回修正予想

前回公表予想比較

(平成28年５月13日)
前期比較

 
増 減 増減率 増 減 増減率

  百万円 百万円 ％ 百万円 ％

営業収益 1,220,000 △30,000 △2.4 2,004 0.2 

営業利益 58,000 － － △6,736 △10.4 

経常利益 50,000 － － △11,142 △18.2 

親会社株主に帰属

する当期純利益 
28,000 － － △956 △3.3 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

 

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用の計算

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、税引前四半

期純利益に一時差異等に該当しない重要な差異を加減した上で、法定実効税率を乗じて計算しております。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、一部の連結子会社において平成28年４月１

日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

これによる当第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表への影響は軽微であります。

 

（３）追加情報 

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

  前連結会計年度 
(平成28年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 55,869 44,645 

受取手形及び売掛金 52,919 51,983 

商品及び製品 12,077 11,139 

仕掛品 4,200 3,627 

原材料及び貯蔵品 3,587 3,810 

販売土地及び建物 98,845 105,542 

その他 70,184 62,791 

貸倒引当金 △902 △913 

流動資産合計 296,782 282,626 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 632,564 636,482 

土地 699,105 698,567 

建設仮勘定 14,405 12,804 

その他（純額） 65,199 65,739 

有形固定資産合計 1,411,273 1,413,594 

無形固定資産    

のれん 92 87 

その他 14,771 13,711 

無形固定資産合計 14,863 13,798 

投資その他の資産    

投資有価証券 118,883 92,698 

その他 88,506 91,233 

貸倒引当金 △1,773 △1,790 

投資評価引当金 △250 △218 

投資その他の資産合計 205,366 181,923 

固定資産合計 1,631,503 1,609,315 

繰延資産 2,620 2,469 

資産合計 1,930,906 1,894,411 
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    （単位：百万円） 

  前連結会計年度 
(平成28年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成28年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 49,585 58,881 

短期借入金 210,687 234,367 

1年以内償還社債 61,440 51,440 

未払法人税等 5,194 8,753 

賞与引当金 9,670 12,002 

商品券等引換損失引当金 5,843 5,743 

その他 224,283 206,780 

流動負債合計 566,703 577,968 

固定負債    

社債 293,520 272,800 

長期借入金 566,802 545,195 

旅行券等引換引当金 1,252 1,054 

退職給付に係る負債 9,520 9,789 

その他 143,439 143,699 

固定負債合計 1,014,534 972,538 

負債合計 1,581,238 1,550,507 

純資産の部    

株主資本    

資本金 126,476 126,476 

資本剰余金 61,253 61,291 

利益剰余金 40,788 45,336 

自己株式 △999 △1,068 

株主資本合計 227,519 232,036 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 6,044 5,279 

繰延ヘッジ損益 △303 △785 

土地再評価差額金 92,083 93,430 

為替換算調整勘定 2,656 △14,076 

退職給付に係る調整累計額 733 1,165 

その他の包括利益累計額合計 101,214 85,013 

非支配株主持分 20,935 26,853 

純資産合計 349,668 343,904 

負債純資産合計 1,930,906 1,894,411 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

営業収益 589,362 591,327 

営業費    

運輸業等営業費及び売上原価 481,257 481,720 

販売費及び一般管理費 76,058 77,346 

営業費合計 557,315 559,067 

営業利益 32,047 32,259 

営業外収益    

受取利息 171 113 

受取配当金 491 479 

未請求債務整理益 497 476 

持分法による投資利益 2,813 － 

その他 648 758 

営業外収益合計 4,621 1,828 

営業外費用    

支払利息 6,226 5,349 

持分法による投資損失 － 346 

その他 1,381 1,618 

営業外費用合計 7,608 7,314 

経常利益 29,061 26,774 

特別利益    

工事負担金等受入額 6,916 4,099 

固定資産売却益 34 371 

負ののれん発生益 － 401 

その他 399 975 

特別利益合計 7,350 5,847 

特別損失    

工事負担金等圧縮額 6,913 4,096 

固定資産売却損 0 32 

固定資産除却損 205 869 

減損損失 166 289 

その他 341 309 

特別損失合計 7,626 5,596 

税金等調整前四半期純利益 28,785 27,024 

法人税等 9,621 10,260 

四半期純利益 19,163 16,763 

非支配株主に帰属する四半期純利益 633 1,657 

親会社株主に帰属する四半期純利益 18,530 15,106 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

四半期純利益 19,163 16,763 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 331 △477 

繰延ヘッジ損益 △671 △111 

土地再評価差額金 △9,040 － 

為替換算調整勘定 98 △1,284 

退職給付に係る調整額 162 360 

持分法適用会社に対する持分相当額 1,407 △16,161 

その他の包括利益合計 △7,712 △17,674 

四半期包括利益 11,451 △910 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 10,781 △2,145 

非支配株主に係る四半期包括利益 670 1,234 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 28,785 27,024 

減価償却費 26,268 26,477 

のれん償却額 15 16 

負ののれん発生益 － △401 

工事負担金等圧縮額 6,913 4,096 

減損損失 166 289 

工事負担金等受入額 △6,916 △4,099 

固定資産売却損益（△は益） △34 △339 

有価証券売却損益（△は益） △0 △215 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △1,924 △1,173 

受取利息及び受取配当金 △662 △593 

支払利息 6,226 5,349 

持分法による投資損益（△は益） △2,813 346 

売上債権の増減額（△は増加） △8,265 20 

たな卸資産の増減額（△は増加） 3,692 △5,149 

仕入債務の増減額（△は減少） 1,675 5,198 

その他 4,299 7,753 

小計 57,426 64,601 

利息及び配当金の受取額 1,434 1,356 

利息の支払額 △7,388 △5,382 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △7,459 △6,653 

営業活動によるキャッシュ・フロー 44,013 53,921 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △2,569 △14 

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還による

収入 
0 228 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入 
－ 269 

有形及び無形固定資産の取得による支出 △23,568 △34,102 

有形及び無形固定資産の売却による収入 460 1,677 

工事負担金等受入による収入 5,475 4,099 

その他 993 2,244 

投資活動によるキャッシュ・フロー △19,209 △25,598 
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    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △29,397 4,417 

長期借入れによる収入 143,386 53,599 

長期借入金の返済による支出 △123,250 △55,427 

社債の発行による収入 6,873 29,797 

社債の償還による支出 △20,720 △60,720 

配当金の支払額 △9,528 △9,527 

非支配株主への配当金の支払額 △77 △121 

その他 △1,779 △2,614 

財務活動によるキャッシュ・フロー △34,494 △40,597 

現金及び現金同等物に係る換算差額 43 △262 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △9,646 △12,536 

現金及び現金同等物の期首残高 57,198 55,637 

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減

額（△は減少） 
△0 3,295 

連結子会社の決算期変更に伴う現金及び現金同等物

の増減額（△は減少） 
△93 △2,883 

現金及び現金同等物の四半期末残高 47,459 43,513 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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